
住宅市街地基盤整備事業の再評価リスト 

事 業 名 住宅市街地総合整備事業（立山地区） 所在地 長崎市立山 1丁目～5丁目の各一部  

施 工 者 長崎市 採 択 年 度 平成17年度 完成予定年度 令和 11年度 

全 体 事 業 費 

（ う ち 国 費 ） 

2,720 百万円 

（1,318 百万円） 

投資済み事業費 

（ 内 国 費 ） 

1,497 百万円（進捗率 73.8％） 

（747百万円） 

事 業 の 目 的 

・本地区は、老朽住宅の密集、公共施設の不足等により、居住環境の整備及び

良質な住宅の必要と認められる斜面市街地において、住宅事情の改善、居住環

境の整備、老朽住宅の建て替えの促進等、公共施設の整備を行い住みよいまち

にしていく。 

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化 

事業に対する 

地 元 の 

理解･協力の状況 

・平成 12 年度にまちづくり協議会が発足し、活動を継続的に行われており、

まちづくりや事業目的の認識も高く、事業促進のための理解・協力は十分であ

る。 

当 該 事 業 

の 上 位 計 画 

・長崎市第五次総合計画、長崎市都市計画マスタープランに主要事業として位

置づけられている。 

関 連 事 業 の 

整 備 状 況 

 

社会経済状況

の 変 化 

・特になし 

自然環境条件

の 変 化 

・本事業地区及び周辺地域では、土地利用の大きな変化や、大規模な造成等は

なく、自然環境条件の変化はほとんど見られない。 

事業の投

資効果 
費 用 対 効 果 B/C＝1.27 

事
業
の
進
捗
状

況 

事 業 

の 進 捗 状 況 

平成 15年度：整備計画大臣承認 
平成 17年度：事業計画大臣同意 
平成 20年度：道路用地買収開始 
平成 23年度：生活道路整備工事着手 
令和５年度までの事業進捗率：７３.８％（事業費ベース） 
令和５年度までの用地進捗率：９０%（面積ベース） 

事業の進

捗の見込

み 

事 業 の 進 捗 

の 見 込 み 

・令和 5年度までに 170ｍが整備され、残りの未整備区間については、懸案で
あった箇所の解決等により、取得が進んでいる。未買収地についても地権者へ
の交渉を引き続き行うとともに、道路線形の一部見直しも検討し、事業の進捗
を図る。 
・地元意向を調整しており、事業の早期完成に努める予定である。 

コスト縮

減や代替

案立案等 

コ ス ト 

縮 減 方 策 

・工事間流用による残土処分費の削減により、コスト縮減を図っており、更な
るコスト縮減につながる代替案の可能性はない。 

・用地交渉を積極的に進め、早期完成に努める。 

代替案の検討 ・更なるコスト縮減につながる代替案の可能性はない。 
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